１　単元名　「都道府県の特色を調べよう」（総時数10時間）

２　単元構成

⑴　単元設定の意図

本単元は，山口県を対象とした地域調査を行うことを通して，山口県の地域的特色を明らかにするとともに，都道府県規模の地域的特色をとらえる視点や方法を身に付けさせることをねらいとしている。

　山口県は，生徒が実際に生活している地域であり，調査活動の際には諸資料を比較的容易に収集できる。また，身近な地域の学習との連携を図りながら，学び方の基礎をよりいっそう効果的に培うことができるというメリットがある。その意味において，他の都道府県よりも深い学習を行わせることが可能となる。

本単元では，山口プランの三つのパターンの調査方法を用いて，山口県の地域的特色を追究させながら，都道府県規模の地域調査に適した「学び方」を身につけさせていく。この三つのパターンを用いた地域調査とは，地域的特色の表現方法に注目したものである。Ⅰパターンは，山口県を全域としてとらえ，その特色を明らかにしていく方法である。Ⅱパターンは，そもそも山口県とは，複数の特色をもった地域の集合体であるととらえ，それぞれの地域の特色を明らかにした後に，全体の特色を明らかにしていく方法である。Ⅲパターンは，地域の特色を象徴すると思われる地理的事象について考察し，その背景としての山口県の特色を明らかにしていく方法である。

生徒は，前の単元で山口市を対象地域とした身近な地域の調査を行っている。生徒は，自由に課題追究した後に，自分たちの行った調査方法を分類し，自分たちが活用した方法が，山口プランにおける三つのパターンのいずれかにあてはまることを確認している。しかし，地域的特色を明らかにするための方法についての適切な進め方やその有効性について考えさせるまでには至っていない。初めての地域調査ということで，山口市を象徴する地理的事象を取り上げ，その考察をもとに地域的特色を特定するⅢパターンに近い調査方法をとる者が多かった。その他にも，山口市をいくつかに区分し，それぞれの特色を明らかにするパターンⅡのような方法や，統計資料を使ったパターンⅠのような追究活動をする者もいた。

　本単元では，山口市の調査における体験を生かし，これら三つのパターンの中から調査方法を自由に選ばせ，山口県の地域調査を行わせる。この三つの調査方法には，それぞれ特色があり，「市町村」規模，「都道府県」規模，「国家」規模ごとにふさわしいものとそうでないものがある。生徒は山口市の調査に次いで，この山口県の調査を行うことになるが，「都道府県」規模の調査にふさわしくない方法を選択した生徒は，十分な成果をあげることはできないであろう。仮にふさわしい方法を選択した生徒でも，山口県の特色として適切な認識を形成できる者は少ないと思われる。この失敗体験を貴重な教材とし，今後数回繰り返す地域調査の中で，地域の規模に応じた調査とは何かを追究させ続けていきたい。

　本単元では，特にⅢパターンを取り上げ，山口県の特色を象徴する事象の考察から背景にある山口県全体の特色を導き出すための方法について考えていく。その過程で，地域調査において象徴的事象を取り上げることの意義を考えさせるとともに，山口県で独自に開発された「はなっこりー」から山口県全体の特色を追究することの有効性を検証させていく。

この活動は，地域的特色がある程度，特定された後に行わせなければ意味がない活動である。生徒たちの力でどの程度達成させることができるか挑戦してみたい。

⑵　単元構成表

	段階
	次
	学習内容
	主　　　眼
	確かな知識を獲得させるために

	共

通

課

題

を

追

究

す

る

段

階
	１
	課題との出会い
	・山口県の地図を概観し，「山口県は，どのような地域的特色をもった地域か」という課題を追究することに関心を高めることができる。
	・山口市の調査における方法面にかかわる問題点を自由に挙げさせる。

	
	２
	仮説の設定
	・既有の知識や理解を整理し仮説を設定することを通して，仮説の有意性を検討し，調査項目を決定することができる。
	・生徒が挙げた調査項目に見られる視点を肯定的に評価する。

	
	３
	調査活動
	・資料の収集・吟味を通して仮説を裏付け，新しい可能性を発見することができる。
	・調査活動の過程で生徒が選んだマニュアル的知識を記録する。

	
	４
	意見の構築
	・資料から得た情報を分析することを通して，自分なりの意見を構築ことができる。
	・意見を構築する中で，生徒の地理的事象を考察するための視点を把握する。

	
	５
	発表・討論活動
	・討論活動を通して，様々な認識の違いや調査方法の違いを読み取ることができる。
	・意見の背後にある視点を肯定的に評価する。

	
	６
	まとめ
	・これまでの学習をふり返ることを通してさらに調査してみたいことや疑問点を整理し，自分なりの意見をまとめることができる。
	・現時点における価値的知識を整理させる。

	追

究

の

過

程

を

検

証

す

る

段

階
	７
	追求活動の検証
	・これまでの学習活動を見直すことを通して課題を明らかにするために自分たちが選択した内容や方法が適切で十分であったか判断することができる。
	・これまでの活動をふり返り，問題点を課題として意識させる。

	
	８
	多角的な近郊農業
	・県内各地で行われている野菜栽培を検証することを通して，背景となっている山口県の地域的特色をとらえることができる。
	・「多角化」「ブランド化」をキーワードに山口県の地域的特色をまとめさせる。

	
	９
	加工貿易が
さかんな製造業
	・周南地域や岩国地域に形成されたコンビナートを検証することを通して，背景となっている山口県の地域的特色をとらえることができる。
	・「加工貿易」「基礎素材型工業」をキーワードに山口県の地域的特色をまとめさせる。

	
	10
	集客をめざした
観光戦略
	・県内に点在する観光資源の活用を検証することを通して，成立の背景となっている山口県の地域的特色をとらえることができる。
	・「交流人口」をキーワードに山口県の地域的特色をまとめさせる。

	
	11
	山間地や離島で
進む過疎化
	・山間地や離島で進む過疎化を検証することを通して，成立の背景となっている山口県の地域的特色をとらえることができる。
	・「過疎化」「太平洋ベルト」をキーワードに山口県の地域的特色をまとめさせる。

	
	12
	県下に広がる
高速道路網
	・主要都市と周辺地域を結ぶ高速道路網の建設を検証することを通して，成立の背景となっている山口県の地域的特色をとらえることができる。
	・「新幹線」「高速交通網」をキーワードに山口県の地域的特色をまとめさせる。

	
	13
	まとめⅡ
	・これまでの学習をふり返ることを通して，山口県の地域的特色を明らかにすることができる。
	・山口県の自然的条件や社会的条件を関連させながら，価値的知識を獲得させる。

	
	14
	方法面の検討
	・Ⅰ～Ⅲパターンの有効性を検討することを通して，都道府県規模の地域的特色をとらえる視点や方法を理解することができる。
	・これまでの学習の方法面に着目させて，地域調査の視点や方法というマニュアル的知識を獲得させる。


３　本時案

⑴　題材　「方法面の検討」（10／10）

⑵　本時設定の意図

　本時は，これまでの調査活動をふり返り，三つのパターンの調査方法の有効性を検証することを通して，都道府県規模の地域調査に適した方法を獲得することをねらいとしている。

生徒はこれまで「山口県はどのような特色をもった地域か」という学習課題を明らかにするためにⅠ～Ⅲの三つのパターンの調査方法から，自分で選択した方法で調査を進めてきた。

	
	生徒の調査項目例

	Ⅰ
	○自然から見た山口県　○人口から見た山口県　○資源や産業か見た山口県　○生活・文化から見た山口県　
○地域間の結び付きから見た山口県

	Ⅱ
	○山陰側と山陽側の違い　○日本海側と内陸部と瀬戸内側の違い　○長門側と周防側の違い　
○東部・西部・中部・北部の違い

	Ⅲ
	○老年人口の割合が高い　○道路がきれい　○はなこっりーの栽培　○ふぐが有名


この結果，平地に恵まれていない山口県は，１００万都市をもつ広島県と福岡県に挟まれ，その経済的な影響を強く受けながら，限られた条件を利用して，特色ある生活や産業が展開されていることを明らかにしてきた。生徒の中には，地域的特色というものを他の地域には見られないものであるとしかとらえていない者も多い。また，特色を明らかにするために活用した手法がどのようなものであるか，あるいは，その有効性を実感するに至っていない者も多い。

そこで指導にあたっては，授業の前半において，数名の生徒の調査結果を例に挙げ，これまでの調査で行ってきた三つのパターンの調査方法の長所や短所を考察させ，どの方法がもっとも都道府県規模の地域調査に適しているかについて意見を表出させる。そうすることによって，学び方を焦点化しながら，調査方法を具体的に検証することができる。また，生徒は，身近な地域の調査や本単元のこれまでの学習経験もふまえて，Ⅰ～Ⅲの三つのパターンのそれぞれの有効性についての理解を深めるであろう。本時は，２層構造となっているため，ここでの三つのパターンの有効性についての討論が白熱した場合は，あえて，後半の活動には進まずに生徒自身の調査方法に足りなかった部分を十分に検討させる予定である。

授業の後半においては，選択する生徒が最も多かった，Ⅲパターンの短所を補う方法を考察させる。どのようにすれば山口県の地域的特色をとらえることができるのかを話し合わせる。具体的には，生徒の行った調査結果を①象徴的事象のことしか分からないこと，②山口県のことも分かること，③日本のことも分かることに分類させる。この活動により地域的特色のもつ「一般的共通性」と「地方的特殊性」に注目させながら，不完全だったⅢパターンの調査結果の完成及び，確立を目指す。この過程で生徒は，象徴的な地理的事象を成立させている要因を整理し，それぞれを関連付けることによって山口県の地域的特色を明らかにしていくことができるだろう。

本時の学習を通して，生徒が，それぞれの調査方法の有効性を理解し，Ⅲパターンの具体的な進め方を実感することで，地域調査の一つの方法を獲得することができるようにしたい。また，本時で明らかになる山口県の地域的特色とは，「山口県にしかないもの」ではなく，山口県の自然的条件，社会的条件を背景に成立していることや，地域的特色を考察するときには，その地域に生活する人々の「感情」や「思い」にも注目する必要があることを生徒に理解させたい。

⑶　主眼

　地域調査の方法の有効性を検討することを通して，都道府県規模の地域調査に適した方法を獲得することができる。

⑷　本時の学習過程
	学習活動・内容
	教師の対応

	１　調査方法を比較検討する。

長所

限界

Ⅰ

・他の都道府県と比べやすい
・日本の中での位置づけがしやすい

・大雑把すぎる
・顕著な地域的特色以外は、明らかにしにくい

Ⅱ

・県内における特色の様子が詳しく分かる
・県ではなく市町村の特色になる恐れがある
Ⅲ

・他の事象との関連が分かる
・山口県を多面的に捉えることができる

・事象を調べるだけでは山口県の地域的特色は分からない
２　「はなっこりー」を材料にして調査した生徒の過程を検証する。
⑴　調査によって明らかになった山口県の特色と方法の関連を考える。

⑵　本来行うべきであった調査項目を考える。

視点

項目

相対的
位置
・「はなっこりー」以外の作物との共通点や相違点
・県内における「はなっこりー」の位置づけ

地域
・「はなっこりー」が生産される地域と生産されない地域
３　都道府県規模の調査に必要な手順を考える。
⑴　Ⅲパターン
必要な手順

Ⅲ

・事象とその背後の地域との関連付け

・事象を通して、より広範な地域の追究
⑵　Ⅰパターン、Ⅱパターン
必要な手順
Ⅰ
・視点ごとに見出した特色を重ねて検討・比較
・他の都道府県との比較・検討
Ⅱ
・基域の共通点と相違点の分析
・新たな区域分けの追究

	○山口市と山口県の地域調査で体験したことと関連させて発言させる。

○市町村規模にふさわしい調査パターンと都道府県規模にふさわしい調査パターンを分け、規模の違いによる調査パターンに注目させる。
○自他の調査活動の過程を振り返りながら、方法の有効性や限界を説明できた生徒を高く評価する。
○生徒の発言のなかにⅢパターンの限界を指摘する意見が多いことを指摘する。
○調査方法の完成度を高めるためには、自分たちの調査活動の過程を検証する必要があることを指摘する。
○「はなっこりー」を調査することで、いくつかの山口県の特色が現れた点について評価する。
○特色や方法について、足りない点を互いに指摘させる。
○「はなっこりー」の調査だけでは、都道府県の特色を明らかにしたことにならないという趣旨の発言を高く評価する。
○「はなっこりー」を題材にした調査項目を確認させたり、調査項目に関する意見に注目させる。
○項目が出された場合は、分類して「はなっこりーの位置づけ」や「はなっこりー以外の生産地域」を調べる必要性があることを再度確認する。
○Ⅲパターンのおける象徴的な事象の吟味のために、次の問いを投げかける。
「山口県の象徴的な事象は何を選べばよいか」

「都道府県の象徴的な事象をいかに選ぶか」
○生徒から意見が出されない場合は、Ⅲパターンは、事象の特色のみではなく、その背景となる地域が見えてこなければならないことを説明する。
○Ⅲパターンを突き詰めれば、山口県だけでなく、日本全体の特色をとらえることができることを指摘する。

○事象のみで，その都道府県の特色を明らかにするには限界があり、データを用いて都道府県同士の傾向を比較したり、都道府県内の分布を区分して分析することも必要であることを説明する。
○地域調査の方法は様々であり、それぞれに長所や限界があるため、地域の規模や調査の目的など必要に応じて適した調査方法を選択することが重要であることを指摘する。


４　評価基準表

	段階
	次
	学習内容
	社会的事象への関心・意欲・態度
	社会的な思考・判断

	共

通

課

題

を

追究

す

る

段

階
	１
	課題との出会い
	・「山口県はどのような地域的特色をもった地域か」という課題を追究することについて関心を高めることができる。
	

	
	２
	仮説の設定
	・山口県の地域的特色を明らかにする視点に関心を高めることができる。
	・山口県の地域的特色を明らかにする視点や調査方法を予測し指摘することができる。

	
	３
	調査活動
	・調査結果と山口県の地域的特色との関わりの有無に関心を高めることができる。
	

	
	４
	意見の構築
	・自分の調査結果に対する考察を表現することに関心を高めることができる。
	・調査結果の関連性を見出しながら，自分の意見を作り上げることができる。

	
	５
	発表・討論活動
	・意見や調査方法の違いに関心を高めることができる。
	・他の意見の有効性や問題点を指摘することができる。

	
	６
	まとめ
	・調査活動や発表・討論活動をふり返り，課題に対する自分なりの意見をまとめることに関心を高めることができる。
	

	追究

の

過

程

を

検

証

す

る

段

階
	７
	追究活動の検証
	・自分の課題追究活動をふり返り，新たな調査項目の発見に関心を高めることができる。
	・自他の調査方法における有効な点や不十分な点を指摘することができる。

	
	８
	多角的な

近郊農業
	・山口県の農業の背景となる自然的条件と社会的条件に関心を高めることができる。　
	・近郊農業の背景として，消費地への輸送の便や，米の生産調整などの政策，地産･地消の提唱などとの関連を指摘することができる。

	
	９
	加工貿易が

さかんな製造業
	・山口県の工業の背景となる自然的条件と社会的条件に関心を高めることができる。
	・瀬戸内のコンビナートを中心とする製造業の背景として，原料供給地や市場，輸送手段，労働力などとの関連を指摘することができる。

	
	10
	集客をめざした

観光戦略
	・山口県の観光業の背景となる自然的条件と社会的条件に関心を高めることができる。
	・分散した観光地を生かした観光戦略の背景として，高速道路網の整備や町並み保存政策，近隣諸国との交流などとの関連を指摘することができる。

	
	11
	山間地や離島で

進む過疎化
	・山口県の過疎化の背景となる自然的条件と社会的条件に関心を高めることができる。
	・山間地や離島で進行する過疎化の背景として，交通手段の発達や人口動静の傾向などとの関連を指摘することができる。

	
	12
	県下に広がる

高速道路網
	・山口県の高速道路建設の背景となる自然的条件と社会的条件に関心を高めることができる。
	・高速道路網の発達の背景として，県民の交通手段や生活圏などとの関連を指摘することができる。

	
	13
	まとめⅡ
	・追究過程の検証活動を通して獲得した知識をもとに，山口県の地域的特色を整理することに関心を高めることができる。
	

	
	14
	方法面の検討


	・自他の選択した調査方法の有効性の追究や都道府県規模の地域調査に必要な調査方法の獲得に関心を高めることができる。
	・Ⅰ～Ⅲパターンの調査方法の長所や短所を指摘し，それぞれの有効性を説明することができる。


	資料活用の表現・技能
	社会的事象についての知識・理解

	
	

	
	

	・収集した資料から課題に関連する情報や新たな調査・考察の必要性を読み取ることができる。
	

	
	

	・収集した資料を分析し，それをもとに発言することができる。
	

	
	・山口県の地域的特色の背景となっている自然的条件や社会的条件の存在を理解することができる。



	・自他の収集した資料で課題解決に有効であるものに気付くことができる。


	

	・地形図から平地の少なさを読み取ることができる。

・統計資料から，近年の農業生産の変化を読み取ることができる。
	・農業生産における米の占める割合は高いが，近年，多角的な作物栽培に取り組む農家が増えたことを理解することができる。



	･日本の地形図や工業の主題図から，瀬戸内地域の工業の立地条件を読み取ることができる。


	・瀬戸内地域を中心として基礎素材型工業が盛んなことや，景気の変動や国際経済の変化が大きな影響を及ぼしていることを理解することができる。



	・統計資料から，滞在型の観光客が少ないことや，近隣諸国（中国や韓国など）からの観光客が多いことを読み取ることができる。


	・山口県の豊かな自然や歴史・文化を生かした観光資源を生かすために交通整備や他産業との連携による観光戦略を行っていることを理解することができる。



	・統計資料から，県内の過疎化が著しく進行している地域の共通点を読み取ることができる。


	・山口県の人口は減少傾向にあり，特に山間部や離島での過疎化が著しいことを理解することができる。

	・県内都市間の移動所要時間の主題図から，地域間のつながりが強い地域と弱い地域を読み取ることができる。
	・山口県の地域間の移動手段に自動車が多いこと，また，日本海側と瀬戸内側の地域的結びつきが弱いことを理解することができる。

	・自他が収集した資料を見直して，山口県の地域的特色や日本の特色を読み取ることができる。


	・山口県の地域的特色には，「一般的共通性」と「地方的特殊性」があることを理解することができる。

	・自他が収集した資料を活用しながら，短所を補い，地域的特色を明らかにする方法を表現することができる。


	・調査対象となる地域の規模によって有効な調査方法が異なることを理解することができる。


５　本単元の特色（地域調査）

⑴　方法面の獲得を主な目的とした地域調査
　地域調査では，地域的特色をとらえる視点や方法が地域の規模に応じて異なってくることに着目し，規模の違う地域を取り上げて実際に地域的特色を追究する活動を設定することで，自らの力で地域的特色をとらえる調べ方，学び方を身に付けさせることをねらいとしている。山口プランでは，三つのパターンの調査方法を活用した学習活動を提案する。

	方法
	調査方法の特色
	長所
	短所

	Ⅰパターン
	調査対象地域をひとまとまりの地域としてとらえ，五つの視点に基づいて全体の特色を明らかにする方法

	・統計資料が都道府県単位で表されているものが多く資料を集めやすい。

・日本の中でのその都道府県の位置づけが分かる。

・各視点の意義を明らかにすることができる。

・統計資料を選択した意義を明らかにすることができる。
	・顕著な地域的特色以外は明らかにしにくい。

・・大まかな特色を明らかにするにとどまるため，地域の構造を明らかにしにくい。

・・地域の細部にまで入り込んで追究することが難しい



	Ⅱパターン
	調査対象地域をいくつかに区分して，それぞれの地域の特色を関連付け，全体の特色を明らかにする方法

　　　　　　　　   

	・県内の地域ごとの様子を詳しく明らかにすることができる。

・対象地域を区分する意義を明らかにすることができる。

・区分した各地域の意義を明らかにすることができる。
	・区分の基準によって導き出される全体の特色に大きな違いが生じる可能性が高い。

・区分する数によっては，細かくなりすぎて全体の特色があいまいになったり，調査に時間がかかったりする。

・区分の基準によっては，統計資料が，収集しにくい可能性がある。

	Ⅲパターン
	調査対象地域の象徴的な地理的事象に注目し，その成立要因を考察しながら，調査対象地域全体の特色を明らかにする方法

	・対象地域を多面的にとらえることができる

・象徴的な事象に注目する意義を明らかにすることができる。

・注目した事象そのものの意義を明らかにすることができる。

・注目した事象の有効性を明らかにすることができる。
	・事象を調べるだけでは山口県の地域的特色は分からない。

・事象に関する資料の入手が難しい場合がある。

・資料の入手が容易な場合は，その事象こそが，県全体の特色であると誤解してしまう。

・取り上げる事象によって導き出される特色が大きく異なる可能性が高い。


⑵　地域調査の方法

６　本単元で形成させたい知識の構造
	価値的知識
	
	総括的知識

	○　地域的特色を学習することは，その地域に生きる人々の地域に対する思いにふれることであり，生徒の地域に対する理解と愛着を深めることにつながる。

○　農業における生産活動は，その地域において「人づくり」「絆づくり」等の地域社会の活性化という役割を担っている。

○　山口県は，日本海と瀬戸内海に挟まれた上に山地が多いために平地が少ないという自然的条件が，人口・都市，産業・生活文化・地域間の結びつきに大きい影響を与えている。

○　山口県は，人口や工業などの産業が瀬戸内側に集中しており，内陸部や日本海側では，人口が減少するなどの過疎化現象が見られる。
	
	

	
	

	マニュアル的知識
	
	定義的知識
	
	

	· 　地域的特色をとらえる視点とは，「自然」「人口」「資源や産業」「生活・文化」「地域間の結びつき」である。

· 　地域的特色をとらえる方法は，次の三つの方法がある。

①　地域全体を五つの視点から調査する方法

②　地域を区分して調査する方法

③　地域の象徴的な事象から調査する方法

○　それぞれの方法の長所・短所を理解し，短所を補いながら調査を進めるとよい。

○　統計資料には限界がある。

○　都道府県規模の地域調査手段としては，電話やファックス，インターネットなどを活用しての取材や資料の収集が有効である。
	
	· 地域的特色とは

· 山口県とは

· 山口県の地形とは

· 三角州とは

· 干拓地とは

· 盆地とは

· 山口県の気候とは

· 季節風とは

· 瀬戸内気候とは

· 中核都市とは

· 過疎化とは

· 生産調整とは

· ブランド化とは
	
	構成的・要素的知識

	
	
	

	事実を共有するための知識
	
	

	【事象を認識するための知識】

関門海峡　日本海　瀬戸内海　中国山地　三角州　干拓地　盆地　国立・国定公園　県立自然公園　季節風　梅雨　対馬海流　瀬戸内気候　日本海側気候　内陸性気候　太平洋ベルト　過疎化　少子高齢化　中核都市　生産調整　減反政策　ブランド化　地産・地消　経済水域　栽培漁業　間伐材　基礎素材型産業　ＮＩＥＳ　石油コンビナート　ＩＣ　方言　条例　郷土料理　関門海峡　宇部空港　高速道路　国際港　　等　

【約束としての知識】

都道府県規模　地図記号　縮尺　雨温図　　等
	
	


都道府県規模の特色を調べるために最も有効なのはⅠ～Ⅲパターンのうちのどれか





山口県の特色を明らかにするために何を調べるべきだったか





【特色】


・地産地消を進めている


・大規模生産者が少ない


・女性や高齢者が生産者


・少ない平地を効果的に利用する





【方法】


「はなっこりー」の


・生産量


・流通


・生産者


・生産時期





（本時）





（本時）





自然





生活文化





山口県








人口





他地域とのつながり





資源・産業





日本海側








山口県の


特色





内陸部





瀬戸内側





市町村の特色





都道府県の特色





日本の特色





象徴的な事象





Ⅰパターン


五つの視点からの調査











区分例





《調査の方法》


対象地域に展開されている象徴的な地理的事象（地域に形成されているイメージ）に注目させ事象を成立させている要因をその背景にある地域性と関連付けて考察させ調査対象市域に全体の地域的特色を明らかする。





《調査の方法》


対象地域全体を等質の地域（特色のまとまり）としてとらえ，学習指導要領に示された五つ視点にそって，調査しながら全体の地域的特色を明らかにする。








《調査の方法》


対象地域を異質な特色をもった地域の集合体（複数の地域のまとまり）としてとらえ，それぞれの区分を調査し，他の区分と関連づけながら，全体の地域的特色を明らかにする。





Ⅱパターン


区分した地域からの調査





Ⅲパターン


象徴的な事象からの調査








情報源の特定・収集・分析





課題：調査対象地域の特色を明らかにしよう





調査項目（象徴的な事象）





《調査結果の考察》


五つの視点から見出した


特色の比較・検討





《調査結果の考察》


各区分からから見出した


特色の比較・検討





《調査結果の考察》


各事象から見出した特色の比較・検討





同規模の他地域との比較





調査活動のまとめ：対象地域の


地域的特色の表現





地域調査に有効であった方法の検証と特定





象徴的な事象例




















人口分布に


関する事象





生産活動に関する事象





消費活動に関する事象





調査項目（区分した地域）








校区規模の区分





土地利用で区分した地域





地形で区分した地域





自然環境





人口





資源や産業





生活・文化





地域間の結び付き





調査項目（五つの視点）





課題に対する答え：調査対象地域の地域的特色　　


　のまとめ





調査・考察の結果のまとめ





特色といえる事象の特定





一般的共通性をもつ事象か，地方的特殊性をもつ事象かの特定





地図化・グラフ化・文章化








